
堀岡熊次郎
　北海道開拓で富を得て帰郷し、八本松駅近くに住居を構
えていました。四国霊場八十八ヶ所になぞらえ、如来・菩
薩などの本尊の配列を四国霊場と同じくして配置されてい
ます。八十八石仏には熊次郎
の、一人でも多くの人が詣で
てくれるようにとの願いが込
められています。

石仏の開眼供養当日の写真。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２列目中央の背の高い人物が堀岡熊次郎さん。
写真提供／中曽由美子氏

八本松八十八石仏の会　マスコットキャラクター
　　　　　　　　　　　　　　　　　石仏ぼうや

不動明王
大日如来が一切の邪
悪を取り除くために
姿を変えたものとい
われています。

千手観世音菩薩
千の慈悲の手と目を
持ち、一切の悩みか
ら救済し全ての願い
を叶えてくださる仏
様です。

阿弥陀如来
西方に極楽浄土を開
き、「南無阿弥陀仏」
を唱えることで、極
楽浄土が叶い迎えに
来てくれる仏様とい
われています。

十一面観世音菩薩
人々を煩悩から救済
してくださる仏様で
す。
全ての方角に目を向
けて人々を救う菩薩
です。
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36・45・54

　大正末期に建立され盛大に八十八ヶ所巡りが行われてい
た八十八石仏ですが、数年後には行なわれなくなり山中の
石仏は忘れられた存在となっていました。
　この石仏に興味を持った地元の西田敏幸 ・綠夫妻が、昭
和 62（1987）年、不明の 4 体を除く 84 体の石仏の配置を
明らかにしました。また、近藤五十憲氏も独自にルートを
解明するなどして、徐々に興味を持つ仲間が増えていきま
した。平成 10（1998）年、地域住民を案内したことがきっ
かけとなり、『八本松八十八石仏の会』が正式に結成されま
した。

　その後の会の活動はめざましく、同年に近藤氏による著
書『八本松八十八石仏再発見物語』が発刊され、翌年には
不明となっていた石仏 4 体のうちの 2 体を、会員の大谷芳
彰氏が新たに彫刻して建立しました。残り 2 体はその年の
6 月末の豪雨による土石流の中から 54 年ぶりに奇跡的に発
見され、これで 88体すべてが揃うこととなりました。

　毎年春と秋に行なっている『石仏巡り』はいつも盛況で、
100 名前後の参加者があり県内外に八本松石仏の知名度が
アップしています。平成 14（2002）年からは、地元の八本
松小学校で 3 年生の課外授業として行うこととなり、生徒
自らが企画・立案する石仏ツアーを行う手助けをしていま
す。

　八本松駅から南西方向、山の中腹にダルマの形をした大き
な岩が見えます。上下 2 段となって臼の形をしていること
から、この地方の方言で『みぎす』岩と呼ばれています。
高さ約 10ｍ、胴回り約 30ｍの巨岩で、その大きさに圧倒さ
れます。
　太平洋戦争後の昭和 27（1952）年、渡辺氏一族の発願・
施工によって戦没者供養塔となりました。当時の川上村出身
者で、日清戦争以降の戦没者並びに原爆犠牲者、計 156 名の
氏名が刻まれています。平成 23（2011）年に八本松八十八
石仏の会によって修復され、追悼会が行われました。

八本松八十八石仏の会
http://www.kamon.ne.jp/~kongo/

釈迦如来
苦行の末、悟りを開
き、入滅するまで各
地で多くの人々に仏
教の心理を説き広め
た、仏教の開祖であ
る釈迦を仏として敬
う敬称です。

１・3・9・
49・73・番外

大日如来
他の如来とは少し異
なり、菩薩に近い姿
をしています。最上
の悟りの世界を示し
た金剛界大日如来と、
智慧の働きを示した
胎蔵界大日如来の二
種類が存在します。4・28・42・

60・61・72

毘沙門天
四天王中最強の軍神
で、財宝や福徳を授
け、守護することか
ら七福神にも入りま
す。

63

地蔵菩薩
なじみ深い地蔵菩薩
は、地獄で苦しんで
いる者を救い上げて
極楽へ導いてくれる
仏様です。

5・19・20・25・56

弥勒菩薩
御釈迦様が亡くなら
れてから 56 億 7 千
万年後に、再びこの
世に生まれ悟りを開
くといわれていま
す。

14

馬頭観世音菩薩
頭上に馬頭を戴いて
いるのが最大の特徴
です。人々の無智・
煩悩を排除し、諸悪
を打ち砕く菩薩とい
われています。
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文殊菩薩
「三人寄れば文殊の知
恵」などの格言など
でもよく知られ、学
力向上や合格祈願の
対象にもなっていま
す。

31

薬師如来
人々の病気を癒し、
貧困を除いて安楽を
与えると現世利益を
説いた仏様です。
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聖観世音菩薩
智慧の象徴ともなっ
ていて日本人には馴
染みの深い仏様です。

69・83・85・87

虚空蔵菩薩
福徳と智慧、抜群の
記憶力を授けてくだ
さる仏様です。

12・21・24

大通智勝如来
御釈迦様が仏法を学
んだとされる法華経
に登場する仏様です。
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平成 23（2011）年 6月 11日　追悼会 弾薬道路からの望遠撮影

菖蒲前と愛馬

　里人はその死を哀れみ、墓石を築いて菖蒲前を祭神とする
社を建立しました。現在の「小倉神社」で毎年 8 月 27 日に
祭礼が行われています。

あ や め  の  ま え

作成 : 八本松地区ウォーキングマップ作成実行委員会
発行 : 東広島市（平成 24年 3月）

東広島市内ＪＲ7駅（八本松・西条・白市・入野・
河内・風早・安芸津）からはじまるウォーキン
グコースを各地域の方々と一緒に作ったマップ
です。観光スポットを随所に掲載するなど、地
域の魅力がたくさん詰まっています。
すばらしい東広島市の魅力を存分に味わいなが
らウォーキングをお楽しみください。

◎お問い合わせ
・東広島市産業部商業観光課
・社団法人 東広島市観光協会

tel.082-420-0941
tel.082-420-0310 

まち歩き
おすすめ 10 コース
①八本松八十八石仏巡り
②西国街道てくてく旅 西条～八本松
③西条 銘酒を育むまちと山
④西条 ３国史跡を巡る
⑤黒瀬川自然散策 西条編
⑥歴史と文化のまち 白市
⑦入野 篁伝説と竹林寺参詣
⑧山と清流のまち 河内
⑨潮風と歩く万葉の里 風早
⑩御蔵所と酒で栄えた港町 安芸津

　

ほう　そう

　JR 八本松駅を中心におよそ半径 1.8km の円内に点在す
る 88 体の石仏で、大正末期地元の富豪堀岡熊次郎によって
建立されました。全行程約 9km をおよそ 6 時間で一周でき
ます。
　それぞれの石仏は舟形光背をもつ半面浮き彫りで、高さ
約 90cm、重さ約 150kg です。石材はコース内の山から切
り出された花崗岩で、地元の石工山口作一氏らによって彫
刻されました。四国の僧侶を招いて開眼供養が行われ、魂
が吹き込まれています。
　制作にあたっては協力者 88 人を募り、１体につき 10 円 
( 当時の大工の手間賃が 1日 3円 20 銭、米 1俵 60kg が 12
円 70 銭です）の寄付を求めて設置しました。石仏の右側面
に寄付者の名前が刻まれています。興味深いことに、その
人の当時の年齢 ( 数え年 ) が石仏の番号と一致するように
なっています。75番以降の中には、高齢者で該当者がなかっ
たためか記名のないものが 6体あります。

八本松八十八石仏とは

八本松八十八石仏の会

みぎす岩（戦没者供養塔）

  菖蒲前伝説～八本松編～
　菖蒲前は平安時代に活躍した源頼政の室で、東広島市内に
多くの伝説が残されており、八本松地区には次のような説話
が伝わっています。源頼政が平氏との戦いに敗れて自害した
後、京から落ち延びた菖蒲前は、西条・下見の二神山城で平
和な生活を送っていました。しかし、元久元（1204) 年正月
16 日、本郷の土肥遠平に攻め立てられ落城、白馬に跨り鶴
姫とともに逃亡しました。
　ある池のほとりで敵が迫って来たため、鶴姫は菖蒲前の着
物を羽織り、身代わりに入水しました。その死を哀れんだ里
人たちが、その池に「姫が池」と名付けたといわれています。
　その間に菖蒲前は現在の八本松駅近くまで落ち延び、瀬古
戸の谷で休憩していると、賊が押し寄せてきました。今はこ
れまでと馬に向かい『私の愛馬よ、私は賊に追い立てられ死
を覚悟している。しかし、賊どもの手にかかって死ぬのは口
惜しい。汝の腹に隠れ、生き延
びることが出来れば、汝を馬
頭観音として祀ってやろう。』
といえば、馬もよく聞きわけ、
頭を垂れ、足を折り、涙をは
らはらと流し、早く早くとせ
きたてました。
　愛馬の腹に隠れることで一命を取り留めた菖蒲前は、のち
に観音を建立して愛馬の霊を慰めました。その観音は「馬頭
観音」と呼ばれ、死を止めたことから「死止観音」、街道から
一目チラッと見えることから「一目観音」とも呼ばれました。
現在は、八本松駅の北にある「疱瘡神社」境内に祀られてい
ます。

　　
　その後、菖蒲前は八本松の大山の南側の山中「小倉」の地
に庵を建て、お経をあげる日々を過ごしていましたが、ある
時、己の死の近いのを知り、父母の形見の青葉の笛を持って
入定なさいました。笛の音と読経の声が聞こえていましたが、
ついに笛の音がやみ、人々が庵に入ってみると、お顔を西の
方に向け眠るがごとき御姿だったということです。78 歳の
生涯でした。

仏様のはたらきと
配置
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